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好
天
に
恵
ま
れ
た
十
月
一
日
（
日
）
、

日
吉
地
区
合
同
防
災
拠
点
訓
練
は
日

吉
台
小
学
校
・
下
田
小
学
校
・
駒
林
小

学
校
・
矢
上
小
学
校
・
日
吉
南
小
学
校

の
五
つ
の
防
災
拠
点
に
於
い
て
同
時

に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
災
害
が

発
生
す
る
の
は
ど
の
防
災
拠
点
で
も

同
時
に
被
災
す
る
と
の
発
想
で
港
北

区
役
所
が
提
案
、
綿
密
な
位
置
合
わ
せ

を
重
ね
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
防
災
拠

点
は
学
区
で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
日
吉

町
自
治
会
で
は
、
西
地
区
の
日
吉
台
小

学
校
と
東
地
区
の
矢
上
小
学
校
、
二
つ

の
拠
点
で
同
時
に
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
日
吉
台
小
学
校
で
は
、
避
難
者
名 

簿
に
記
入
し
、
校
庭
に
集
合
、
救
助
資

機
材
の
展
示
や
、
水
消
火
器
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
後
、
体
育

館
に
移
動
し
防
災
ビ
デ
オ
に
よ
る
研

修
と
、
三
角
巾
の
使
い
方
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。
矢
上
小

学
校
で
は
、
名
簿
に
記
入
後
、
体
育
館

に
移
動
し
、
日
吉
台
小
学
校
の
室
内
訓

練
と
同
様
の
こ
と
を
行
っ
た
。
五
つ
の 

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
、
七
月
二
十
八
日

（
金
）
日
吉
町
公
会
堂
及
び
自
治
会
館

で
、
サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」
の
五

周
年
を
記
念
し
た
、
サ
ロ
ン
祭
り
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
日
吉
は
近
隣

三
町
会
の
共
同
開
催
で
、
一
月
と
八
月

を
除
き
毎
月
地
域
の
交
流
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
五
周
年
を
迎
え

た
こ
の
日
、
婦
人
会
・
子
ど
も
会
・
自

治
会
役
員
等
が
一
堂
に
会
し
、
会
長
の

常
磐
会
自
治
会
の
𥞩
井
会
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
元
料
理
人
が
作
っ
た
美
味

し
い
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
を
い
た
だ
き

一
年
間
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
。
子
供
た
ち
は
自
治
会
館
で
ゲ
ー
ム

や
折
り
紙
を
楽
し
ん
だ
。 

日吉町自治会ホームページ 

http://www.hiyoshicyou.net/ 

日吉町自治会 ⇒ 検索 

 

日
吉
地
区
合
同
防
災
拠
点
訓
練
実
施 

 
日吉台小学校では情報班を担当、避難者

の受付と人数を本部に報告。 

拠
点
で
の
共
通
し
た
訓
練
は
、
防
災
無

線
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
区
役
所

と
の
連
絡
や
、
各
拠
点
間
の
情
報
伝
達

訓
練
が
行
わ
れ
た
。
各
拠
点
の
同
時
避

難
訓
練
は
、
こ
の
無
線
試
験
の
確
認
が

本
来
の
目
的
と
言
え
る
。 

 

矢上小学校での訓練の様子 

サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」 

五
周
年
記
念
「
サ
ロ
ン
祭
り
」  
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小
春
日
の
十
一
月
十
五
日
、
駅
前

花
壇
の
植
え
替
え
が
行
わ
れ
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
こ
ま
め
に
手

入
れ
を
さ
れ
て
い
た
花
壇
も
夏
草
が

増
え
す
ぎ
た
た
め
、
こ
の
ほ
ど
冬
草

へ
と
植
え
替
え
ら
れ
た
。
ベ
ン
チ
を

撤
去
し
た
こ
と
で
ご
み
が
散
乱
す
る

こ
と
も
無
く
な
り
、
色
鮮
や
か
な
花

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
駅
前
花

壇
、
時
折
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が
あ

る
も
の
の
、
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
る

花
壇
。
新
た
に
色
鮮
や
か
な
パ
ン
ジ

ー
が
植
え
ら
れ
、
行
き
か
う
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
感
謝
。 

 

慶
応
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス

の
講
堂
、
日
吉
記
念
館
が
十
一
月
七
日

を
も
っ
て
建
て
替
え
の
た
め
閉
館
と

な
っ
た
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

以
来
五
十
九
年
間
に
わ
た
り
銀
杏
並

木
か
ら
日
吉
駅
や
日
吉
の
町
を
見
守

り
続
け
て
き
た
記
念
館
の
閉
鎖
は
寂

し
い
限
り
だ
が
、
平
成
三
十
年
（
二
〇

二
〇
）
三
月
に
は
新
た
に
完
成
の
予
定

だ
。
新
し
い
記
念
館
が
ど
の
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
、
こ
れ

も
ま
た
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
た
。 

 

全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

て
防
火
・
防
災
の
広
報
活
動
を
行
っ
た

港
北
消
防
署
と
港
北
消
防
団
が
十
一

月
十
九
日
（
日
）
小
机
町
、
鶴
見
川
河

川
敷
に
於
い
て
長
距
離
送
水
訓
練
を

実
施
し
た
。
こ
れ
か
ら
火
災
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
発
生
し
た

糸
魚
川
市
の
大
規
模
火
災
を
想
定
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
鶴
見
川
か
ら
大

容
量
水
槽
に
水
を
溜
め
、
百
ミ
リ
ホ
ー

ス
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
延
長
し
遠
距 

離
に
送
水
、
放
水
す
る
訓
練
で
午
後
一

時
か
ら
四
時
ま
で
水
圧
な
ど
を
調
整

し
な
が
ら
の
初
め
て
行
う
訓
練
で
あ

っ
た
。
普
段
使
用
す
る
六
十
五
ミ
リ
ホ

ー
ス
よ
り
か
な
り
太
い
た
め
ホ
ー
ス

延
長
に
戸
惑
っ
た
も
の
の
、
有
意
義
な

訓
練
で
あ
っ
た
。 

駅
前
花
壇 

冬
の
花
に
模
様
替
え 

慶
応
日
吉
記
念
館 

建
て
替
え
工
事  

建て替えられる日吉記念館 

消
防
署
・
消
防
団
連
携

長
距
離
送
水
訓
練
実
施 

消
防
団
員 

緊
急
大
募
集 

 

近
年
、
消
防
団
も
定
年
制
に
な
り
、

団
員
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

港
北
消
防
団
も
現
在
二
十
名
が
不
足
、

三
月
末
に
は
、
定
年
退
団
者
を
含
め
る

と
約
四
十
名
が
不
足
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
日
吉
地
区
は
人
口
七
万
人
を

超
え
る
マ
ン
モ
ス
地
域
で
す
、
ア
ピ
タ

跡
地
に
大
き
な
共
同
住
宅
の
建
設
が

決
ま
り
着
工
し
ま
し
た
の
で
さ
ら
に

人
口
が
増
加
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
地
区
を
担
当
す
る
第
五
分
団
で

も
十
五
人
ほ
ど
不
足
で
す
、
十
八
歳
か

ら
男
女
を
問
わ
ず
入
団
が
可
能
で
す
。

地
域
社
会
の
防
火
防
災
に
是
非
お
力

を
お
貸
し
下
さ
い
、
入
団
希
望
者
は
港

北
消
防
署
迄
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

電
話
・
０
４
５
・
５
４
６
・
０
１
１
９ 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

港
北
消
防
団
第
五
分
団
長 

森 

茂 

 

 

 

→ 

水槽に

水を溜

める 

← 

１km.先

で放水 
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横
浜
日
吉
歴
史
散
歩
（
十
八
） 

―
台
小
尊
徳
像
の
前
で
ー 

第
５
地
区 

伊
藤
鈴
太
郎 

背
中
を
こ
こ
ろ
も
ち
前
屈
み
に
し
て
薪

を
背
負
い
、
歩
き
な
が
ら
本
を
読
む
若
き
日

の
二
宮
尊
徳
像
。
定
番
の
ポ
ー
ズ
だ
が
昨
今

滅
多
に
見
か
け
な
い
。
最
近
日
吉
台
小
学
校

校
庭
に
あ
る
と
聞
き
、
早
速
出
か
け
る
。
ち

ょ
う
ど
下
校
時
間
で
門
が
開
い
て
い
て
ラ

ッ
キ
ー
。
校
庭
へ
失
礼
し
て
。 

尊
徳
像
は
心
持
ち
眼
を
あ
げ
て
前
方
を

見
つ
め
て
い
る
。
前
方
か
ら
人
が
来
る
の
か

あ
る
い
は
読
ん
で
い
る
本
の
内
容
を
反
芻

し
て
い
る
の
か
。
お
だ
や
か
な
表
情
で
、
こ

の
ポ
ー
ズ
が
素
晴
ら
し
い
。（
左
の
写
真
） 

 

尊
徳
は
幼
名
を
金
次
郎
と
言
い
、
尊
徳
と

称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
五
十
六
歳
の

時
。
功
な
り
名
を
遂
げ
た
彼
に
藩
主
が
授
け

た
。 

第
二
次
大
戦
中
多
く
の
尊
徳
像
が
供
出
接

収
さ
れ
、
残
っ
た
金
属
以
外
の
像
も
多
く
が

戦
後
間
も
な
く
撤
去
さ
れ
た
と
認
識
し
て

い
た
が
、
台
小
の
尊
徳
像
は
戦
時
中
接
収
を

免
れ
る
た
め
当
時
の
校
長
が
あ
え
て
像
を

隠
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
ど
う
も
そ
う

で
は
な
い
ら
し
い
。
１
９
６
２
年
（
昭
和 

３
７
）
校
舎
を
鉄
筋
に
建
て
替
え
た
時
、

一
時
的
に
倉
庫
に
保
管
さ
れ
何
年
か
前
に

整
理
の
際
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
像
の
台

座
に
は
「
皇
紀
２
６
０
０
年
」
寄
贈
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
接
収
を
免
れ
た
ら
し

い
。
（
皇
紀
２
６
０
０
年
＝
昭
和
１
５
年
・

１
９
４
０
年
）
。
像
に
並
ん
で
創
立
百
年
記

念
碑
（
昭
和
四
八
年
六
月
二
四
日
建
之
）
が

建
っ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
市
内
の
小
学
校
に
尊
徳
像
は

何
校
位
有
る
の
か
。
市
の
教
育
委
員
会
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
３
４
０
校
中

約
４
０
校
に
尊
徳
像
が
あ
り
、
昭
和
四
〇
年

以
降
に
設
立
さ
れ
た
小
学
校
に
は
像
が
設

立
さ
れ
た
例
は
な
い
と
い
う
。 

台
小
の
尊
徳
像
を
見
上
げ
な
が
ら
、
尊
徳

と
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か
・
・
・
。 

 

二
宮
尊
徳
は
上
述
し
た
よ
う
に
幼
名
を

金
次
郎
と
言
い
、
今
か
ら
２
３
０
年
前
の
１

７
８
７
年
小
田
原
藩
栢
山
村
で
生
ま
れ
る
。 

す
ぐ
脇
を
暴
れ
川
酒
匂
川
が
流
れ
る
。 

父
親
は
分
家
の
次
男
坊
で
大
の
読
書
好
き

で
村
で
は
「
善
人
」
と
呼
ば
れ
た
。
百
姓
に 

向
か
な
い
人
だ
っ
た
と
い
う
。
金
次
郎
に
は

読
書
・
学
問
の
大
切
さ
を
教
え
た
。
農
業
に

１
０
０
％
注
力
し
な
い
父
を
持
ち
、
頻
繁
に

氾
濫
す
る
酒
匂
川
の
被
害
も
あ
っ
て
家
運

次
第
に
傾
く
。
十
三
歳
の
時
父
を
、
そ
の
二

年
後
に
母
を
亡
く
す
。
田
畑
を
手
放
し
本
家

の
伯
父
の
家
に
。
背
中
に
薪
を
背
負
っ
て
歩

き
な
が
ら
本
を
読
ん
だ
と
い
う
話
は
ち
ょ

う
ど
こ
の
頃
で
、
尊
徳
一
五
歳
頃
で
実
話
で

あ
る
と
い
う
。 

歩
き
な
が
ら
大
き
な
声
で
難
し
い
漢
籍
（
中

国
の
本
）
を
読
み
、
繰
り
返
し
暗
誦
し
て
い

た
と
い
う
。
背
負
っ
た
蒔
は
実
は
家
で
使
用

す
る
の
で
は
な
く
町
に
出
て
売
っ
て
お
金 

に
す
る
た
め
の
薪
だ
っ
た
。
薪
を
目
一
杯
担

い
で
町
に
。
一
〇
文
（
二
五
〇
円
）
く
ら
い

に
は
な
っ
た
の
か
。
そ
し
て
家
か
ら
一
里
ち

ょ
っ
と
、
こ
の
往
復
の
貴
重
な
時
間
を
読
書

に
充
て
て
い
た
。
な
ぜ
歩
き
読
み
を
す
る
の

か
。
そ
れ
は
、
あ
る
夜
本
を
読
ん
で
い
て
伯

父
か
ら
「
油
代
が
も
っ
た
い
な
い
、
百
姓
に

学
問
は
無
用
」
と
叱
責
さ
れ
た
こ
と
も
理
由

の
ひ
と
つ
だ
が
、
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
と

い
う
強
固
な
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
薪
を
売

っ
た
お
金
で
一
汁
一
菜
の
卓
に
一
品
加
え

る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
使
わ
ず
に
貯
え

る
。
先
々
農
器
具
な
ど
の
購
入
に
あ
て
る
。

不
時
の
出
費
に
備
え
る
。
ま
た
困
っ
た
人
に

貸
し
付
け
る
。「
入
る
を
量
っ
て
、
出
ず
る 

を
制
す
。
小
を
積
ん
で
大
と
為
す
」
自
分
が

稼
ぐ
多
寡
を
知
り
な
さ
い
。
無
駄
遣
い
を
し

な
い
で
貯
蓄
に
励
み
な
さ
い
。
後
に
尊
徳
が

手
掛
け
た
藩
・
武
家
・
農
村
の
再
建
復
興
事

業
の
基
本
的
手
法
に
な
っ
た
。
こ
の
質
素
・

倹
約
・
貯
蓄
は
後
に
お
家
再
興
を
引
き
受
け

る
条
件
と
し
て
殿
様
に
も
食
事
は
一
汁
一

菜
を
要
望
し
た
と
い
う
。 

金
次
郎
一
六
歳
の
時
家
は
没
落
。
弟
二
人

は
母
の
実
家
に
、
自
分
は
父
の
実
家
に
引
き

取
ら
れ
る
。
没
落
の
原
因
と
し
て
、
父
が
次

男
坊
で
分
家
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い

う
。
分
家
を
創
設
す
れ
ば
当
然
そ
の
家
に
年

寄
り
は
い
な
い
。
年
寄
り
の
い
な
い
こ
と
が

そ
の
家
に
と
っ
て
実
は
大
変
な
負
担
な
の

だ
。
こ
の
こ
と
が
金
次
郎
の
家
の
斜
陽
に
つ

な
が
っ
た
。 

年
寄
り
の
仕
事
・
・
・
麦
を
庭
で
干
す
、

鳥
を
追
い
払
う
、
干
し
た
豆
の
皮
を
む
く
、

納
屋
の
片
づ
け
、
わ
ら
を
編
ん
だ
り
と
か
家

の
中
で
の
仕
事
い
ろ
い
ろ
。 

こ
れ
を
当
主
夫
婦
だ
け
で
や
る
と
な
る 

と
、
田
畑
の
作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
ま

た
村
の
共
同
作
業
も
控
え
る
。
村
に
は
い
ろ

い
ろ
な
共
同
作
業
が
あ
り
、
堰
・
用
水
路
の

修
復
作
業
、
農
道
の
整
備
、
入
会
山
（
村
が

共
同
管
理
し
て
い
る
里
山
）
の
下
草
刈
り
、

間
伐
。
こ
れ
に
当
主
は
出
張
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
疲
れ
た
か
ら
と
共
同
作
業
に
不
参 

加
で
は
村
が
困
る
の
だ
。 

そ
れ
に
し
て
も
年
寄
り
が
頼
り
に
さ
れ
る

な
ん
て
羨
ま
し
い
話
で
は
あ
る
。 

 

二
〇
歳
で
伯
父
の
家
を
出
る
。
並
外
れ
た

体
力
・
知
力
・
精
神
力
で
家
の
再
建
に
取
り

組
む
。
失
っ
た
田
畑
を
買
い
戻
し
こ
れ
を
人

に
貸
し
付
け
小
作
料
を
得
る
。
「
水
害
や
借

金
か
ら
逃
れ
る
法
、
そ
れ
は
自
ら
は
田
を
耕

さ
な
い
こ
と
だ
」
と
言
い
放
つ
。
自
身
は
の

ち
に
大
地
主
に
。
６
０
０
余
村
の
復
興
に
係

わ
り
、
ま
た
多
く
の
藩
・
武
家
の
再
建
に
尽

力
す
る
。
尊
徳
は
江
戸
時
代
後
期
の
不
世
出

の
農
政
・
家
政
再
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ

っ
た
。
尊
徳
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
書
き
足
り

な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
機
会
を
頂
い
て
続
き

を
書
い
て
み
た
い
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
台
小
の
校
庭
に
立
つ
尊

徳
像
、
お
だ
や
か
な
表
情
で
本
当
に
す
て

き
。 

「
若
く
し
て
学
べ
ば
壮
に
し
て
成
す
こ
と

あ
り
。
勉
強
し
よ
う
ね
、
将
来
必
ず
役
に
立

つ
か
ら
ね
。
テ
レ
ビ
・
ス
マ
ホ
は
ほ
ど
ほ
ど

に
ね
」
無
言
で
生
徒
た
ち
に
話
し
か
け
て
い

る
よ
う
だ
。 

（
了
） 

 

歩
き
ス
マ
ホ
は
危
険
で
す 

前
を
見
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。 



                                          ひ よ し                     
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餅をつく宮司 

 

小
春
日
の
十
二
月
十
日
（
日
）
日
吉

神
社
境
内
に
於
い
て
、
招
福
餅
つ
き
祭

が
行
わ
れ
た
。
百
二
十
キ
ロ
の
餅
を
搗

き
六
十
キ
ロ
は
伸
し
餅
に
、
残
り
六
十

キ
ロ
は
、
あ
ん
こ
ろ
餅
、
き
な
粉
餅
、

お
ろ
し
餅
に
し
て
、
境
内
に
集
ま
っ
た

善
人
善
女
に
振
舞
っ
た
。 

 
宮司による祭詞奏上 

 

開
校
七
十
周
年
を
迎
え
た
今
年

度
、
日
吉
台
中
学
校
で
は
十
月
二
十

六
日
（
木
）
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
生

徒
た
ち
に
よ
る
開
校
七
十
周
年
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
学
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
日
吉
地
区
連
合
町
内

会
長
ら
の
挨
拶
の
後
、
日
吉
台
中
学

校
七
十
年
の
歴
史
を
題
材
に
し
た
朗

読
劇
・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
合
唱

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。 

奉
斎
し
遷
座
祭
を
執
行
し
た
日
だ
。
こ

の
日
は
神
社
本
庁
よ
り
特
使
を
招
き

古
式
ゆ
か
し
く
例
大
祭
が
挙
行
さ
れ

る
。
直
前
の
土
曜
日
に
宵
宮
祭
、
奉
納

輪
踊
り
、
日
曜
日
に
神
賑
行
事
と
し

て
、
神
輿
、
山
車
の
渡
御
、
夜
に
は
素

人
演
芸
大
会
が
催
さ
れ
る
。
両
日
と
も

婦
人
会
や
子
ど
も
会
の
方
々
に
よ
り

夜
店
が
出
店
さ
れ
大
賑
わ
い
と
な
る
。 

 

日
吉
神
社
境
内
に
あ
る
戦
没
者
慰

霊
碑
は
日
吉
神
社
か
ら
出
兵
さ
れ
、
戦

地
に
赴
き
、
戦
陣
に
散
っ
た
三
十
六
柱

の
英
霊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十

四
年
に
戦
友
で
あ
っ
た
板
垣
大
助
氏

を
筆
頭
に
十
五
名
の
慰
霊
碑
保
存
委

員
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
。
慰
霊
碑
の
文

字
は
、
当
時
の
靖
国
神
社
宮
司
で
あ
っ

た
松
平
永
芳
氏
の
揮
毫
に
よ
る
。 

あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
十
月
二

十
一
日
（
土
）
慰
霊
碑
の
前
で
第
三
十

八
回
戦
没
者
慰
霊
祭
が
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。
開
式
の
辞
の
後
、
雨
の
た

め
国
旗
掲
揚
は
省
略
さ
れ
た
が
全
員

で
国
歌
を
斉
唱
、
神
事
に
則
り
式
典
は

進
行
。
宮
司
の
祭
詞
奏
上
に
続
き
、
黙

祷
の
儀
で
は
、
歌
人
、
大
伴
家
持
の
長

歌
に
曲
を
付
け
た
「
海
ゆ
か
ば
」
が
演

奏
さ
れ
る
中
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。 

 
 

編
集
後
記 

 

今
年
の
防
災
拠
点
訓
練
は
十
月
一

日
に
日
吉
地
区
の
五
つ
の
小
学
校
で

同
時
に
行
わ
れ
た
。
災
害
は
同
時
に
発

生
す
る
と
考
え
か
ら
の
同
時
開
催
で

あ
っ
た
。
防
災
無
線
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
で
の
区
役
所
や
各
拠
点
で
の
連
絡

や
電
波
の
状
況
が
把
握
さ
れ
、
連
絡
網

の
体
制
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
課
題

も
あ
っ
た
、
地
震
体
験
の
起
震
車
は
一

台
し
か
な
く
、
煙
体
験
も
三
拠
点
に
限

ら
れ
た
。
本
来
、
防
災
拠
点
は
家
を
失

っ
た
人
た
ち
の
臨
時
の
生
活
の
場
と

な
る
。
今
後
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

等
も
課
題
の
一
つ
だ
ろ
う
。 

日
吉
台
中
学
校 

開
校
七
十
周
年
記
念
祭 

 

 

挨拶をする高橋校長先生 

 

日
吉
神
社
の
例
大
祭
は
、
毎
年
八

月
二
十
八
日
と
さ
だ
め
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
五
十
一
年
の
伊
勢
神
宮
の

御
分
霊
「
天
照
坐
皇
大
御
神
」
を
勧
請 

日
吉
神
社
御
祭
礼 

 
山車を引く子供たち 

 
素人演芸大会の一幕 

日
吉
神
社 

戦
没
者
慰
霊
祭 

 

日
吉
神
社 

招
福
餅
つ
き
祭 


